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地域
発!

泉
校
区
は
、
田
原
市
の
北
西
部
に
位

置
し
、
８
地
区
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
の
将
来
像
で
あ
る
「
安
心
安

全
で
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

実
現
す
る
た
め
、
各
地
区
が
豊
か
な
自
然

と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
生
か
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

隣
近
所
の
付
き
合
い
が
深
い
地
区

　

泉
校
区
は
、
保
育
園
か
ら
中
学
校
ま
で

１
校
区
１
園
１
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
隣

近
所
の
付
き
合
い
が
深
く
、
世
代
を
超
え

て
人
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
感
じ
ら
れ
る

地
区
で
す
。ま
ち
づ
く
り
の
柱
で
あ
る「
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
と

し
て
、
環
境
美
化
活
動
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
、
盆
踊
り
、
市
民
館
ま
つ
り
、
子
ど

も
会
活
動
な
ど
の
行
事
を
支
援
・
開
催
し
、

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
話
題

泉
校
区

世
代
を
超
え
た
人
と
の
結
び
つ
き

▲地区対抗ドッヂボール大会の様子

泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

環
境
保
全
と
交
通
環
境
の
現
状

　

今
年
３
月
に
は
、
伊
川
津
地
区
に
あ
る

「
泉
が
池
」
の
周
辺
が
一
部
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
池
は
、
現
在
で
も
四
季
を
問

わ
ず
常
に
一
定
温
度
の
湧
水
が
み
ら
れ
、

当
時
の
泉
村
の
村
名
も
こ
こ
に
由
来
す
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
湧
水
の
ほ
と
り

に
は
神
様
が
祭
ら
れ
、
自
治
会
が
中
心
に

な
り
、
毎
年
祭
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
の
空
白
地
域
と
な
っ

て
い
た
地
区
の
代
替
手
段
と
し
て
、
平
成

23
年
度
か
ら
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ク
シ
ー
い
ず
み
号
」
の
実
証
運
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
今
年

度
も
実
証
運
行
さ
れ
、
今
後
は
利
用
者
の

意
見
な
ど
も
聞
き
な
が
ら
、
運
行
方
法
や

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

▲沿道花壇の花植え作業（石神交差点付近）

花
と
緑
の
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル

　

環
境
美
化
活
動
で
は
、
泉
中
学
校
前
の

国
道
２
５
９
号
な
ど
の
沿
道
緑
地
帯
や
地

区
で
管
理
し
て
い
る
花
壇
の
草
取
り
、
花

植
え
作
業
を
年
４
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
色
彩
豊
か
な
花
や
樹
木
を
植
え

る
こ
と
で
、
渥
美
半
島
を
訪
れ
る
皆
さ
ん

に
「
花
と
緑
の
ま
ち
・
田
原
市
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
も
の
で
、
環
境
美
化
活

動
を
通
し
た
、
地
域
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

個
性
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
に

　

泉
校
区
は
、
個
性
の
あ
る
住
み
よ
い
ま

ち
を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と

地
域
住
民
が
連
携
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
も

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

▲実証運行中のジャンボタクシーいずみ号
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